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綾川流域照葉樹林帯保護･復元計画（綾の照葉樹林プロジェクト）  短期行動計画(20 年度～24 年度）  

  

         

報告

書  

記載

者 

第Ⅱ

期 

課題 

項目 項目 行動計画 実施項目 主担当 報告書記載事業名 連携先 

 

  

１ 協定書を見直し第

Ⅱ期行動計画を作成す

る 

① 協定書を延長するとともに必要に応じて内容

の見直しを検討 
全   H２３年以降実施予定   

２ 森林計画の策定

し、照葉樹林の復元、

地域づくりを推進する 

② 本プロジェクトを規定する森林計画を策定 全   H２３年以降実施予定   

① 安定的な財政基盤を確立 全       

② ２名以上の専従の雇用し、事務局業務運営を行

う 
全 

綾の

照葉

樹林

プロ

ジェ

クト

の推

進の

ため

の基

盤整

備 

協働

の体

制づ

くり 1 
３ 事務局体制を確立

し、安定的な事務局業

務の運営を行う T プロジェクト事務局運営事業 全 

③ 事務局運営のための事務所の整備 全 

① 綾森林生態系保護地域の保全管理計画策定 国・ＮＪ 国 
綾森林生態系保護地域保全管理計

画の策定 
NJ 

② てるは郷土の森の保全管理計画策定 国・町      

③ 県植物群落参考林の保全管理計画策定 県      

１ 保護林の保全管理

計画を策定する 

④ 綾川上流緑の回廊モニタリング調査 国 国 
綾川上流緑の回廊モニタリング調

査 
  

① 巡視体制の構築 全      ２ 保全管理計画に基

づき適切な保全管理を

行う ② 管理施設（案内板・標識等）の整備 全 国 
環境教育エリア内の必要な施設整

備計画の策定   

① 保護林等情報に関する HP の充実 全 国 保護林等の情報に関するHPの充実   

② 各種パンフレットの作成 全 国 各種パンフレット等の作成   

保護

林の

計画

的・順

応的

保全

管理

を実

施 

照葉

樹林

の保

護 

2 

３ 広く保護林等に係

る各種情報を発信する 

③ 市民に向けた講演会の実施 全 国 事業説明会の開催    

① 復元の基本方針（構想）を策定する 国・NJ       
１ 復元手法を確立す

る ② 復元の復元手法の確立（復元手法マニュアルの

作成） 
国・NJ 国 基本方針書の策定 NJ 

国 人工林から照葉樹林への復元事業   ① 計画的な間伐の実施（国有林約５００ha、県有

林、町有林） 
国・県・町

県 人工林から照葉樹林への復元事業   

国 
持続的林業経営エリアにおける森

林整備 
  ② 持続的な林業経営を行うエリアにおける施業

の実施 
国 

町 人工林から照葉樹林への保護復元 NJ 

２ 復元手法に応じた

施業を実施する 

③ 復元見本林の設置 国・NJ      

照葉

樹林

への

効果

的・効

率的

な復

元を

推進 

照葉

樹林

の復

元 

3 

３ 市民のプロジェク

トへの参加を推進する 
① 市民参加型の復元作業の実施 国・Ｔ 国・T ボランティア作業の実施   

① 調査研究ワーキンググループの設置、運営 国・NJ NJ 調査研究ワーキングの実施 国 

② 基本方針に基づき調査・研究体制の整備 全      
１ 効果的・効率的な

復元のための検討体制

を構築する ③ 他のワーキンググループ、調査研究機関との連

携 
全      

① 調査・研究の基本方針（構想）を策定 全      

② 基本方針に基づき毎年度計画的な調査の実施 全 国 
照葉樹林復元の動態・種子供給源

調査 
NJ 

２ 調査・研究のため

の基本方針（構想）を

策定し、計画的に調査

を実施する 
③ 復元に必要なデータの収集と解析 国・NJ  国

 照葉樹林復元の動態・種子供給

源調査 
NJ 

① 間伐後の復元状況を把握するモニタリングポ

イントの設置（国有林、県有林、町有林） 

 

国・NJ 
     

３ 復元効果を評価す

る調査研究を推進する ② データの収集、解析、復元方法へのフィードバ

ック方法の確立 

 

国・NJ 
     

①人工林等から照葉樹林への効果的・効率的な復元

手法について検討 

国・Ｔ・Ｎ

Ｊ 
     ４ 人工林等からの照

葉樹林への復元手法等

を検討する ② 間伐木の処理方法等についての検討 
国・Ｔ・Ｎ

Ｊ 
     

① 調査・研究成果の情報発信 全      

② GIS を活用した林小班ごとの復元に必要な情報

の整備 
国・NJ  国

 綾の照葉樹林復元に資する森林

ＧＩＳの整備 
NJ 

照葉

樹林

を適

切に

復元

する

ため

の調

査研

究を

推進

し、復

元に

反映 

照葉

樹林

の調

査研

究 

4 

５ 調査・研究成果の

共有化及びデーターベ

ースを構築する 
データベースサイトの企画及び構

築 
③ 調査・研究成果の共有化・データベース化 国・NJ NJ 国・T 
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綾川流域照葉樹林帯保護･復元計画（綾の照葉樹林プロジェクト）  短期行動計画(20 年度～24 年度）
 

         

 

         

報告

書記

載者

項

目 

第Ⅱ期 

課題 
項目 行動計画 実施項目 主担当 報告書記載事業名 連携先 

① 環境教育を実施するための行動計画を策定 全      

② 環境教育エリア内の必要な整備計画を策定 全       

 

 

町 生涯学習講座   

町 照葉樹林環境教育講座 T 

１  環境教育プログラ

ムを策定、実践 ③ 環境教育プログラムを検討し、試行的に実施 国・町・Ｔ

県 森林環境教育   

④ 環境教育エリア内の環境整備 国      

① 大吊り橋周辺の環境教育に関する活用方法の

検討 
Ｔ      

県 県有林造成事業   

T 遊歩道整備ボランティア作業 県 

照葉樹

林の重

要性を

学ぶ環

境教育

の実施 

照葉樹

林を通

しての

環境教

育 

5 

② 必要なルート整備を実施 県・町 

町 自然散策道路の整備   

２ 大吊橋周辺の活用方

法を検討、ト整備を行う

とともに環境教育を実践

する 

③ 崩壊した九州自然歩道について新たなルート

を検討し、今後の活用方法について提案 
県      

① 綾プロの支援メニューづくり・企業の支援メニ

ューづくりを検討し、実践 
Ｔ      

② サポーターの募集を行い、会員を増やす 全 T 会員情報   

③ 市民参加型の間伐事業を実施（国有林） 全   ボランティア作業の実施    

１ 市民や民間企業参画

のためのシステムやメニ

ューづくりを行い、プロ

ジェクトを推進する 綾の照葉樹林プロジェクトエリア

における市民参加による自然林の

復元調査（継続） 

④ 市民参加型の林床調査を実施する（国有林、県

有林、町有林） 
全 NJ T 

① パンフレット、リーフレットの作成及び配布 全 国 復元見本林の説明板等の設置   

里山里海 SGA レポート（綾の過去

５０年の生態系サービスの変化と

その要因）の出版 

② ニュースレター、報告書の作成及び配布 全 NJ T 

国 ホームページ等の充実   
③ HP の作成及び更新 全 

T 普及啓発事業 全 

町 
照葉樹林文化シンポジウム運営補

助 
  

２ 広く一般にプロジェ

クトの内容を知ってもら

い、会員の拡大を図る 

④ ファーラム・シンポジウムを実施 町・Ｔ 

T 照葉樹林研究フォーラム運営補助

独立行政

法人森林

総合研究

所 

情報発

信及び

支援の

輪の拡

大活動 

プロジ

ェクト

の情報

発信 

6 

国 事業説明会の開催 全 
⑤講演会等の実施 全 

国 「森林の市」への出展参加 全 

① ガイドボランティア事業の実施・養成 Ｔ T ガイドボランティア事業・視察 町 ３ ガイドボランティア

を養成し、市民の理解を

深め、てるはの森の会の

会員増加を図る 

② ガイドボランティアがガイドを通して市民に

綾プロを理解してもらうためのプログラム作り 
Ｔ      

① 森の案内人を通した照葉樹林の新たな活用方

法を検討し、プロジェクトへの理解を深めるための

森林セラピープログラムを作成 

町 町 森林セラピー基地整備事業   ４ 森林セラピー基地と

しての綾町の取り組みを

通して、会員増加を図る ② ガイドボランティアとの連携体制についての

検討 
町・Ｔ T ガイドボランティアとの連携体制 町 

地域づくりワーキングの設置及び

運営 
① 地域づくりワーキングの設置及び運営 町・Ｔ T 町 

② てるはの森の驛の活用方法を検討し、それに応

じて必要な整備 

照葉大吊橋ビジターセンター運営

事業 
町・Ｔ T 町 

１ 市民との協働で実施

する運営体制を構築し、

市民が積極的に綾プロに

参画できるようにする 
ふれあいマップづくりとマップを

活用した地域活動の実施（上畑地

区）及びふれあい調査の実施（古

屋地区） 

③ふれあい調査の実施 NJ・町・T NJ 町・T 

① 活用方法を検討する市民協議会の設置 町・Ｔ  21 年実施済み   

照葉樹

林と共

生した

地域づ

くり 

自然と

共生し

た地域

づくり 

7 

２ 照葉樹林文化館の活

用方法を検討し、より広

く活用されるようにする 
照葉樹林文化館改装計画の立案と

改装 
② 照葉樹林文化館の活用計画を策定 町・Ｔ T 町 

３ 綾町の他の事業との

連携のあり方を検討し、

実行計画を策定する 

地域づくりワーキングの設置及び

運営 
① 活用方法を検討する市民協議会の設置 町・Ｔ T 町 
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実施主体 てるはの森の会  

事業名 
 

プロジェクト事務局運営事業（継続） 
連携先 連携会議 

事業概要 

（目的） 

プロジェクト関係機関との調整、問合せ対応、事業の企画運営などを行なう。 

年 2 回開催の連携会議、月 1 回開催の連絡調整会議の連絡調整、資料作成等の準

備を行う。 

 ○連携会議 

 

 

 

 

 

○連絡調整会議 

回数 日時 主な議題 

スケジュール案・報告書について 
1 4 月 21 日 

森林の市について 

平成 20 年度報告書・平成 21 年度計画案について 
2 5 月 18 日 

第 9回連携会議について 

「緑の募金」活動による照葉樹林植樹祭について 
3 7 月 14 日 

綾プロ事業報告会の開催について 

「緑の募金」活動による照葉樹林植樹祭について 
4 8 月 3 日 

綾の照葉樹林プロジェクトパンフレットについて 

「国際照葉樹林サミット」について 

綾の照葉樹林プロジェクト事業説明会開催について 5 9 月 8 日 

次回間伐作業について 

「国際照葉樹林サミット」について 

綾の照葉樹林プロジェクト事業説明会開催について 6 10 月 6 日 

第４期短期行動計画づくり 

綾プロ事業報告会・連携会議の開催について 
7 11月10日 

次回間伐作業について 

綾の照葉樹林プロジェクト事業説明会開催について 
8 12 月 7 日 

次回間伐作業・「国際照葉樹林サミット」について 

「国際照葉樹林サミット」について 
9 1 月 14 日 

次回間伐作業（2/20 土）・上畑地区マップ体験ツアー

森林の市参加について 
10 2 月 14 日 

「国際照葉樹林サミット」について 

11 3 月 10 日 「国際照葉樹林サミット」について 
 

回数 日時 主な議題 

10 6月8日 平成20年度事業報告 

  平成21年度事業計画案 

11 11月30日 平成21年度事業計画進捗状況について 

  報告：宮崎県綾町の照葉樹林と針葉樹林の渓流 
のコバントビケラ 

1-3-②③ 
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2-1-① 

実施主体 九州森林管理局 
事業名 綾森林生態系保護地域保全管理計画の策定 

連携先 NACS-J 

 

事業概要 

（目的） 

 

綾森林生態系保護地域における適切な保全管理に必要な「保全管理計画」について

検討を行った。 

 

綾川上流緑の回廊における森林生態系保全の中心である綾森林生態系保護地域の保全管理計画

の策定に必要な以下の調査を実施し、第１回の検討委員会を開催した。 

 

①綾森林生態系保護地域の現況調査 

既存文献･モニタリング結果等により綾森林生態系保護地域の自然環境、林分構造、社会環境

等の概況調査を実施 

②綾森林生態系保護地域の課題に関する調査 

綾森林生態系保護地域において保全管理上の課題を抽出 

 

第 1 回の検討委員会については平成２２年２月５日に宮崎市内で開催し、主として対象地域の課

題について議論を行った。その中で次回の検討委員会までに必要な調査として以下の内容が挙げら

れた。なお、巡視体制については次回以降に検討予定。 

①地質に関するより詳細な資料収集 

②空中写真判読（現況）等による森林状況の把握 

③森林利用の履歴データの整理 

④動植物に関する現況を把握するための現地調査（生息種リストの作成） 

 

 
綾森林生態系保護地域 保全管理計画検討委員会の様子 
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事業名 綾川上流緑の回廊モニタリング調査 実施主体 九州森林管理局 

 

 

事業概要 

（目的） 

「綾川上流緑の回廊（エリア３・５）」において森林の状態とそこに生息･生育

する野生動植物の実態を把握するため、以下のモニタリング調査を実施した。 

１ 森林植生調査（６箇所、エリア５） 

２ 哺乳類・鳥類生息調査（６箇所、エリア５） 

３ 希少猛禽類モニタリング （プロジェクトエリア内） 

 

施業実施計画図及び空中写真から林相を判読し、①若齢人工林（スギ単層林）、②成熟した天然

林（ツブラジイ・ツクバネガシなどの照葉樹林）、③若齢天然林（ツブラジイ、タブノキなどの照

葉樹林）、④老齢の天然林（ツガ・スダジイなどの常緑樹林）、⑤若齢の天然林（サワグルミ･カナ

クギノキなどの広葉樹林）、⑥成熟した天然林（モミ・ツガ・アカガシなどの常緑樹林）の６箇所

にプロットを設置し、森林植生調査並びに哺乳類及び鳥類の生息調査を実施した。哺乳類は自動撮

影調査及びフィールドサイン調査を、鳥類はプロットセンサス調査などを実施した。その結果、ホ

ンドテン、ニホンカモシカなど９種の哺乳類とコシジロヤマドリなど２８種の鳥類を確認した。 

希少猛禽類のモニタリング調査では、プロジェクトエリア内に少なくとも１２個体、４ペアのクマ

タカの生息を確認した。 

     

調査風景         ニホンカモシカ（自動撮影調査） 

     

       クマタカ（希少猛禽類調査）     クマタカ（希少猛禽類調査） 

 

2-1-④ 

※ フィールドサイン調査：個体の直接観察や痕跡観察により、生息状況を把握する調査 

※ プロットセンサス調査：調査区域内にランダムに観察区画を設定し、一定時間内に観察された種類を記録する調査 
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2-2-② 

事業名 環境教育エリア内の必要な施設整備計画の策定 実施主体 九州森林管理局 

 

事業概要 

（目的） 

  綾森林生態系保護地域の保全利用地区（バッファーゾーン）において、森林環境

教育的な利用を適切に推進するための整備計画策定調査を行い、施設整備計画を策

定した。 

  

  綾森林生態系保護地域の保全利用地区において以下の調査を行った。 

 

① 森林環境教育資源の把握 

② 施設整備計画の策定 

 

環境教育資源として利用に適している川中キャンプ場吊り橋上流側の一帯地域において今後重

点的に施設整備を行うことを計画した。 

計画の検討に当たっては有識者への聞き取り調査及び有識者を交えての現地検討を実施した。

今後は、施業整備計画により、歩道の整備、説明板の設置、案内板及び樹名板の設置、植生保

護･観察施設の整備等を行う予定。 

 

 

 

   

       現地検討の様子            修羅道跡の急傾斜地における 

丸太による階段作設予定箇所 
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2 -3-① 

事業名 保護林等の情報に関する HP の充実 実施主体 九州森林管理局 

 

事業概要 

（目的） 

   

綾の照葉樹林プロジェクトに関係する保護林及び緑の回廊等の情報発信のた

め、従来のホームページ掲載内容を更新し、より見やすく分かりやすい構成に変

更した。 

  

  綾の照葉樹林プロジェクト内の保護林及び緑の回廊を含めた、九州森林管理局管内の保護林及び

緑の回廊についてホームページの更新を行った 

  新たなホームページの構成は「森林における生物多様性保全」というカテゴリを新設し、その中

に「保護林制度」及び「緑の回廊」のリンクを新設した。 

 

  http://www.rinya.maff.go.jp/kyusyu/sidou/policy/business/index.html 

 

「保護林制度」の中では制度の目的、生物多様性保全への貢献、九州森林管理局管内の保護林設

定状況を説明し、さらに個別の保護林情報へのリンクを設定した。 

 

http://www.rinya.maff.go.jp/kyusyu/sidou/policy/business/keikaku/hogorin.html 

 

 

「緑の回廊」の中では緑の回廊の概要と管内の緑の回廊設定状況について説明している。 

 

http://www.rinya.maff.go.jp/kyusyu/sidou/policy/business/keikaku/midori_kairou.html 
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2-3-② 

事業名 各種パンフレット等の作成 実施主体 九州森林管理局 

 

事業概要 

（目的） 

 

綾の照葉樹林プロジェクト内の「綾川上流緑の回廊」について、趣旨と取組を

広く一般に普及するためのパンフレットを作成した。 

 

綾川上流緑の回廊について説明したパンフレットを作成した。 

内容は緑の回廊の趣旨と綾川上流に分布する照葉樹林の特性等について記述し、中学生程度以

上を対象に想定して分かりやすい内容とした。 

作成したパンフレットは森林管理署等に配置し、綾川上流緑の回廊の普及啓発に努めているほ

か、各種イベント時に配布予定である。 

 

 

 

綾川上流緑の回廊パンフレット 
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3-1-① 

実施主体 九州森林管理局 
 

事業名 

 
基本方針書の策定 

 連携先  ＮＡＣＳ－Ｊ 

 

事業概要 

（目的） 

 

 

綾の照葉樹林プロジェクトの「復元エリア」では、人工林から照葉樹林の天然林

に復元することにしており、より確かな復元のための施業方法、優先する復元箇所

等について検討した。 
 

  

  綾の照葉樹林プロジェクトにおける照葉樹林復元事業の基本方針の策定について、第２回調査研

究ワーキンググループにおいて委員の先生方から意見を得て検討した。 

  基本方針は、復元達成に向けた目標計画の設定、実施の評価などを決めるものであり、今回提案

の「綾の照葉樹林プロジェクトにおける照葉樹林復元事業の基本方針」については、「施業のガイ

ドライン」とし整理し検討すべきとの意見から、これに沿って検討した。 

「施業のガイドライン」策定については、次回、復元箇所の現状を確認して、復元の施業方法、

復元の優先箇所の選定について検討し策定することとした。（調査研究ワーキングの実施参照） 

 

  

 

  

  照葉樹林復元の基本方針の検討 

 

日 時 平成２１年１２月４日（日） 9:00～11:00 

  場 所 宮崎大学農学部木花フィールド 

  

  調査研究ワーキンググループ委員 （敬称略、五十音順） 

   伊藤 哲  （宮崎大学農学部教授） 

   大澤 雅彦 （日本自然保護協会専務理事） 

   河野 耕三 （綾町 照葉樹林文化推進専門監） 

   高木 正博 （宮崎大学農学部准教授） 

   西脇 亜弥 （宮崎大学農学部教授） 
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3-2-① 

事業名 人工林から照葉樹林への復元事業 実施主体 

 

九州森林管理局  

 

 

 

事業概要 

（目的） 

 

 

 

 
綾の照葉樹林プロジェクト復元エリアの国有林において、人工林を照葉樹林に復元

するための間伐作業等を実施した。 
   

作 業の内容    実 行 面 積 

除   伐       ２５．２３ha 
間   伐       １８．７９ha 

 本数調整伐       ３２．８７ha  

       計       ７６．８９ha  

  

 綾の照葉樹林プロジェクト小エリア毎の復元作業内容 

 

１．エリア２（森林生態系保護地域内の人工林を抜き伐りし照葉樹林へ復元する作業を実施）

・本数調整伐  １．４８ha(2045ろ外1)、 

   

  ２．エリア５（保護林と保護林との間にある復元エリアの人工林を抜き伐りし、かつての照 

樹林へ復元する作業を実施） 

・除   伐 １８．６９ha(2142い2外2) 

･本数調整伐 ２１．５２ha(2163い1外7) 

 

  ３．エリア９（アクセスが良く、環境教育、セラピー的利用を目指すエリアの人工林を抜き伐

りし、照葉樹林へ復元する作業を実施） 

・除   伐   ６．５４ha(2052と外1) 

･本数調整伐   ９．８７ha(2052は) 

・保 育 間 伐  １８．７９ha(2053は) 

 

      実施状況（2163い４林小班）        実施後（2163い6林小班） 
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3-2-① 

事 業 名 人工林から照葉樹林への復元事業(継続）
実施主体 宮崎県 

   事 業 概 要 

   （目   的） 

  スギ人工林の混交林化への誘導技術に関する研究を継続実施 

（試験期間：平成１９年度～平成２３年度・５ヶ年間） 

  スギ人工林の混交林への誘導技術に関する研究概要 

                                                               宮崎県林業技術センタ－ 

 ○これまでの経緯 

   諸県県有林24林班内の51年生スギ林内に本数率で０，30、50％の間伐試験地を設け調査を行った。

林分の概況は平均樹高は17.3～18.4mと上長成長は劣り、地位はⅢ（平成19年度ｽｷﾞ林分収穫予想表）で

あった。形状比は82～88と高く、樹冠長比は32.6～34.7と中庸で、極端な樹冠の枯上がりはみられなか

った。広葉樹の侵入の程度は比較的多く、また、試験地に隣接する場所に広葉樹が見られた。 

  また、間伐に伴う土砂移動を調査するため林内に土砂受箱を設置した結果、当初は伐採の影響（攪乱）

により土砂の移動は大きい傾向がみられたが、次第に減少した。 

 

 ○調査の内容 

   林内に既に定着している広葉樹について継続調査を行った結果、アラカシ、イチイガシ、タブノキ等の

照葉樹林を形成する樹種を含め順調な成長が認められた。また、広葉樹の侵入状況を調査するため、土壌中

の埋土種子の発芽試験を実施した。間伐に伴う光環境の変化についても調査を行ったが、短期間のため目立

った変化は確認できなかった。 

 

 ○今後の調査予定 

   ①新規（侵入）広葉樹調査、②土砂移動量調査、③光環境調査、④既存広葉樹調査及び美郷町西郷区に

設置した試験区との比較も行う。 

   なお、綾試験区は周囲に広葉樹が残置され、また、試験区内にも萌芽の発生がみられることから、侵入・

定着化が見込まれると考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         調査区及び定着広葉樹の状況                光環境調査（開空度） 
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3-2-② 

 

事業名 

 

 

持続的林業経営エリアにおける森林整備 

 

実施主体 

 

九州森林管理局  

 

 

 

事業概要 

（目的） 

 

 

 

 
綾の照葉樹林プロジェクトの持続的林業経営エリアにおいて、水土保全機能を高

めるため保育間伐を実施した。 
   

作 業の内容    実 行 面 積 

保 育 間 伐   ２２．２１ha 
 

  

 綾の照葉樹林プロジェクト持続的林業経営エリアの作業内容 

 

○ エリア１１（持続的林業経営エリアにおいて、水土保全機能を高めるための保育間伐作業

を実施） 

・保 育 間 伐    ２２．２１ha(2105か外3) 

                                        

                                         

                    

                                      

   実施状況（２１０５か林小班）       実施状況（２１０５よ林小班） 
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3-2-① 

実施主体 綾町 
事業名 人工林から照葉樹林への保護復元 

提携先 日本自然保護協会 

 

事業概要 

（目的） 

  

綾プロジェクトエリア内の町有林の復元間伐を実施した。 

実施期間 3 月 9 日～3月 25 日 

百ヶ倉町有林   3.21  ha 30％ スギ 切り捨て間伐   

 

            

                百ヶ倉町有林位置図 

                       

    

          実施状況                 実施状況  
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3-3-① 

 

事業名 

 

ボランティア作業の実施 

 

実施主体 

九州森林管理局 

てるはの森の会 

 
事業概要 

（目的） 

                                      
 ボランティア用見本林(2045に4外)において一般市民による復元作業を２回実施し

た。                                   

平成21年11月29日、綾の照葉樹林プロジェクトエリア内において、第6回目となるボランティ

アによる復元作業を行った。 

地元の方々のほか、東京からNPO木の家だいすきの会、関西からピザハット体験ツアー親子の方々

など、36名の方々が参加して照葉樹の発生と生育を促すための復元作業（スギの抜き伐り）を行っ

た。 

宮崎森林管理署の職員による復元作業の説明、安全作業の指導のあと、森林管理署職員の職員等

がインストラクターになり作業を行った。 

 また、去年ボランティアにより復元作業を行った箇所で、地面から照葉樹の稚樹が顔を出してい

る様子などについても説明を行った。 

  

                                             

                                             

                                             

                                             

                                             

  

 

 

  

     親子による復元作業          昨年実施箇所で復元状況を説明 

 

平成22年2月20日、綾の照葉樹林プロジェクトエリア内において、第7回目となるボランティア

による復元作業を行った。 

宮崎森林管理署の職員による復元作業の説明、安全作業の指導のあと、森林管理署職員の職員等

がインストラクターになり復元作業を行った。また、これまでに切り倒した間伐木をチェンソーを

用いて玉伐りし整理した。 
てるはの森の会の会員を中心に18名が参加し4グループに分かれて作業した。 

      

      

    

 

  

急傾斜地での復元作業          復元作業の様子 
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4-1-① 

実施主体 NACS-J 
事業名 

 

調査研究ワーキングの実施 

 連携先 九州森林管理局 

 

事業概要 

（目的） 

綾の照葉樹林プロジェクトエリア内で実施される復元事業に関して専門家から
なる検討体制を構築し、復元方法、調査方法、評価方法を検討し、アドバイスを
行う。また、実際のモニタリング調査を実施し、データを収集するとともに解析
を行い、実際の復元事業に活用する。検討委員は、大澤雅彦（日本自然保護協会
専務理事、現マラヤ大学特任教授）、河野耕三（綾町照葉樹林文化推進専門監）、
西脇亜也（宮崎大学教授）、伊藤哲（宮崎大学教授）、高木正博（宮崎大学准教授）、
岩本孝俊（宮崎大学教授）の６名となっている。 

8月2日（日）第1回調査研究ワーキンググループ 

宮崎大学農学部木花フィールド（農場）会議室 13:00～15:00 

 

 綾の照葉樹林プロジェクトにおけるデータベースシステムの構築について検討を行った。昨年度実

施された照葉樹林の保護復元に関する情報収集活用設計検討委員会において保護復元にあたって考慮

すべき情報について専門家の意見を伺った。それを踏まえて、収集されたデータを登録し、データベ

ースとして一括管理するとともに情報共有を行うためのシステムについてどのような情報をどのよう

な形で保存しておくと復元のための情報として有効に活用できるのかについて意見を伺った。過去の

空中写真の解析、過去の森林簿の活用、シカの資料などの意見がでた。 

 

12月4日（金）第2回調査研究ワーキンググループ（照葉樹林復元の基本方針の検討） 

宮崎大学農学部木花フィールド（農場）会議室 9:00～11:00 

 

 参加した委員は5名（伊藤、大澤、河野、高木、西脇）でした。九州森林管理局では「綾の照葉樹

林プロジェクトにおける照葉樹林復元事業の基本方針」という施業実施のガイドラインを作っていま

すが、調整会議では専門的な検討ができなかったことから、これまで外部の専門家によるチェックが

行われてきませんでした。今回は、どのような施業方法が、どこで、どのような方針の下に決められ

ているのか、またその判断基準が妥当なのかについて議論され

ました。例えば広葉樹が優勢となっている、とは林冠の閉鎖具

合、混交具合、下層の有無などから判断する必要があること、

つる切りが必要な林分は復元の観点からその必要はないこと、

伐倒方法の検討、フロー図の作成、目標林型の設定というよう

に多岐にわたりました。今後、この意見をもとにこのガイドラ

インの改訂を行っていく予定です。 

（基本方針書の策定参照） 

                               12月4日の会議のようす 
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4-2-②③ 

実施主体 九州森林管理局 

事業名 照葉樹林復元の動態・種子供給源調査 

連携先 ＮＡＣＳ－Ｊ 

 

事業概要 

（目的） 

 

 

  
既設の調査プロットについて植生調査等を実施した。また、種子の供給源と

なる保護樹帯等や隣接する人工林において林分の構造調査や実生調査を実施し

た。 

 

 

綾の照葉樹林プロジェクトの復元エリアにおける効率的、効果的な照葉樹林への復元に資す

るため、平成１６年度に設置した２４の調査プロットについて、２回目となる毎木調査、植生

調査等を行った。その結果、複数の調査プロットで、 

① 照葉樹林構成種の実生等の発生が確認された。 

② 間伐実施に伴う光環境の改善により、照葉樹林構成種の立木密度の増加が確認された。 

③ シカの忌避・不嗜好性種の草本類が増加しており、シカの下層植生への影響が懸念される。 

  また、種子供給源と実生発生の関係を分析するため、種子供給源となる保護樹帯等とこれに隣接

 する人工林内に新たに調査プロットを７カ所設置し、保護樹帯等で林分構造調査、隣接する人工林

で実生調査をそれぞれ実施した。 

 

 既設調査プロットの林況(間伐実施)       種子供給源調査カ所の林況 
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4-2-③ 

実施主体 九州森林管理局 

事業名 綾の照葉樹林復元に資する森林ＧＩＳの整備 

連携先 
 

ＮＡＣＳ－Ｊ 

 

事業概要 

（目的） 

 

 
綾の照葉樹林プロジェクトの復元エリアについて、人工林から照葉樹林への復元

作業を優先する箇所を効率的に抽出できるように森林ＧＩＳを整備した。 
 

 

   綾の照葉樹林プロジェクトの復元エリアについて、人工林から照葉樹林への復元作業を効果的に

進めるため、当該エリア内の各小班の地況、林況に関するデータを森林ＧＩＳに取り込み、優先的

に復元作業を行うべき箇所を効率的に抽出できるように整備した。 

  これにより 

  ①人工林から林齢 80 年生以上の天然林までの距離 

②人工林の前世代の林相 

③人工林の天然林からの更新回数 

④人工林の間伐実施最終年度 

 などがパソコン上で地図情報として表示できるようになった。 
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4-5-③ 

実施主体 NACS-J 
事業名 

 

データベースサイトの企画及び構築 

 連携先 てるはの森の会 

 

事業概要 

（目的） 

 綾の照葉樹林プロジェクトエリア内で実施された調査研究結果や資料を関係者、市

民、広く一般に活用できるようにデータベースを構築する。また、データを閲覧するだ

けでなく登録することができる情報共有システムを構築する。 

綾の照葉樹林プロジェクトはすでに5年継続されており、報告書やデータが蓄積されている。しかし、

一括管理されているデータベースは存在せず各団体ごとに保有されている状態が続いている。そこで

少なくとも関係者間で情報共有できるシステムの構築を目指した。 

第1回調査研究ワーキングでの議論、照葉樹林への保護・復元に関する情報収集・活用設計調査委託

事業報告書（九州森林管理局2008）に基づいて議論された情報共有システムを試行的に構築した。こ

れは、NACS-Jが進めているSISPA（戦略的保全地域情報システム）の取り組みの一つとして実施さ

れたものである。SISPAは自然保護に関する情報をデータベースに登録し、関係者間で情報共有する

だけではなく得られた結果を重ね合わせ重要な地域の抽出や保護を必要とする地域の抽出に活用し

ていく予定である。現在SISPAウェッブサイトが公開され、解析された結果の一部が閲覧できる。今

回はこのデータベース機能を変更し、プロジェクトごとに関係者だけで共有できるグループ化機能を

追加し、綾のプロジェクト用のグループを作成した。今後は市民調査で得られた結果や報告書類など

を登録し、関係者間で共有できるように運用して行く予定である。 

 

 

SISPAウェブサイトの画面ここからグループに入ると綾の照葉樹林プロジェクトのグループに入る

ことができる。 
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5-1-③ 

事業名 生涯学習講座 実施主体 綾町 

 

事業概要 

（目的） 

 

「自然と調和した豊かで活力に充ちた教育文化都市綾町」創出のため、綾の照葉樹

林を中心とした自然について専門家の講義を聴き、町民の保護運動参加への一助と

する生涯学習を開設した。 

 

 講座実施状況    6 月から月 1回実施   延べ 110 名参加 

                                （ ）講師 

第１回  6 月 9 日（火） 室内  綾の森の概要    町公民館      （河野 耕三） 

第２回 ７月 14 日（火） 屋外  大吊橋付近の植物  てるは大吊橋   （河野 耕三） 

第３回 8月 11 日（火） 屋外  森林セラピーコースを歩く 川中    （河野 耕三） 

第４回  9 月 8 日（火）  屋外  巨木を見る  川中          （河野 耕三） 

第５回  10 月 13 日（火）屋外  秋の野草や実のなる木を見る 大吊橋付近林道（河野 耕三） 

第６回  11 月 10 日（火）屋内  バードウォツチング          （猪崎 悦子） 

第７回  12 月 8 日（火） 屋外  ネイチャーゲーム  綾神社付近    （古田 栄子） 

第８回  1 月 12 日（火） 屋外  旧トロッコ道散策  川中       （河野 耕三） 

第９回  2 月 9 日（火）  屋外  式部谷公園を歩く  綾川荘付近    （河野 耕三） 

第 10 回 3 月 9 日（火）   屋外  希少種を観察する。 綾・国富町境付近 （河野 耕三） 

 

              

                  希少種を観察する。        

 

 

 

 



綾の照葉樹林プロジェクト                         平成 21 年度報告書 
 

22 
 

5-1-③ 

実施主体 綾町 

事業名 照葉樹林環境教育講座 

提携先 てるはの森の会 

 

事業概要 

（目的） 

 

子ども達が貴重な財産である照葉樹林について理解を深め、同時に自然意識の高揚

を図る。綾小、中学校で実施する。 

 
※ 綾小学校  4 年生 68 名  担任 3 名  計７1 名   

講師 フェニックス宮崎ネイチャーゲームの会 

平成 21 年 11 月 27 日(木)   会場  綾神社と周辺公園遊歩道 
内容 

  ネイチャーゲーム 
① ジャンケン落ち葉集め ②音いくつ ③ディスカバーウォーク  
④ サイレントウォ－ク  ⑤森と水の話 

  
※ 綾中学校   １年生 80 名    
平成 22 年 3 月 4 日（木）   会場 綾中体育館 
内容 
「綾の森の貴重性」  講師 河野 耕三 

   

     

      綾小学校 (綾神社)            綾中学校(綾中体育館) 
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5-1-③ 

事 業 名 森林環境教育（継続） 
実施主体 宮 崎 県 

   事 業 概 要 

   （目   的） 

  原生的な照葉樹林が分布するエリアにおいて、民間を対象と 

 した森林環境教育として「きのこ作り体験学習会」を実施した。 

 １ 森林環境教育として「きのこ作り体験学習会」を実施 

   １）参加者数         ６２名（計画６０名） 

   ２）事業実施期間     ２月７日 

   ３ や駒打ち作業の説明会） 

 

）しいたけ駒打ち説明会（椎茸の育て方

 

 ４）しいたけ駒打ち作業 

木への穴あけ作業やしいたけ駒打ち作業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         参加者による、ほだ
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5-2-② 

事 業 名 県有林造成事業（継続）   実施主体 宮崎県 

   事 業 概 要 

   （目   的） 

  針・広混交林化を進めるエリアにおいて、森林環境教育や保健休養的利用を

促進するため、修景整備（歩道整備）、獣害防除、間伐事業を実施した。 

  １ 管理道維持管理 
    １）路線名  綾南谷線 Ｌ＝1380m 
    ２）事業実施期間     ６月～８月 
 
 
 
                 
 
  

  
 
 

 

 

２ 獣害防除事業 
    １）実施面積         ３．４４ｈａ 
    ２）事業実施期間     １０月～３月 
   
 
 
 
 
                    

      
 
 
  

 

３ 間伐事業 
    １）実施面積        ５．５７ｈａ 
    ２）事業実施期間    ４月～６月（１月～６月） 
  
 
 
 
 
 
             

   

 

  

２５世紀の森（カヤとスギの複層林）の維持管理 

シカ害対策地 全景             カヤ植生状況 

間伐作業 完成                     間伐作業 
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5-2-② 

実施主体 てるはの森の会 

事業名 遊歩道整備ボランティア作業（新規） 
連携先 宮崎県・綾町 

 

事業概要 

（目的） 

  

大吊り橋上の遊歩道（諸県県有林・綾町有林）を整備し、新たな散策ルートとして活用する。 

 

○第2回調査（9月15日） 

 てるはの森の会員3人と事前調査を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○遊歩道整備作業（11月28日） 

 東京のＮＰＯ法人木の家だいすきの会が主催した「綾体験ツアー」参加者7名、大和証券宮崎

支店6名、バクスター宮崎工場1名とてるはの森の会会員総勢20名で、吊橋の北側［地図参照］の

遊歩道を整備した。遊歩道に生えていた幼樹やシダを伐り、歩道として通れるようにした。 

危険な崖にはロープを張った。今後、朽ち果てた東屋（町有林内）の撤去が望まれる。 
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5-2-② 

事業名 自然散策道路の整備 実施主体 綾町 

 

 

 

事業概要 

（目的） 

 

つり橋の周遊コース遊歩道は、台風等により痛んでおり安全に歩行できるよう

整備を図る。川中自然公園に森林セラピー案内板を設置する。 

事業名  安全・快適自然公園整備事業（県単事業）  

工期 平成 22 年 3 月 9 日～平成 22 年 3 月 30 日 

遊歩道 50m  擬木柵 55m ロープ柵 19ｍ  工事費 2,000,000 円

看板（森林セラピー基地）  136,500 円 パンフレット作成  500,000 円

   

                                            

   

        遊歩道                 擬木柵 

   

   森林セラピー基地案内板              ロープ柵    
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6-1-② 

実施主体 てるはの森の会 

事業名 会員情報 
連携先 全 

 

事業概要 

（目的） 

  

サポーターの募集を行い、会員を増やす 

 

○会員数：H22/3/31 現在 

 個人 130 件（+14）前年比 

 家族 28 件（+3）  

法人 25 件（+0）  

団体 14 件（-3） 

 

 

○会費収入    811,990円（1人払込手数料10円差し引きあり） 

            

 

○寄付金収入   977,899円 

          

         

 

吊り橋募金 42,579 

イベント募金 5,133 

団体寄付(3 団体) 708,510

個人寄付（9 名） 221,677

計 977,899  
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6-1-④ 

実施主体 NACS-J 
事業名 

綾の照葉樹林プロジェクトエリアにおける市民

参加による自然林の復元調査（継続） 
連携先 てるはの森の会 

 

事業概要 

（目的） 

人工林から照葉樹林の復元に必要な具体的手法を決定していくために、自然林に隣

接する人工林、二次林、自然林において市民参加で林床植生調査を実施し、継続的

にモニタリングしていく。見本林においては間伐事業が行われておりその前に調査を実

施し、その後の変化をモニタリングする。月別の林床植生の変化をモニタリングし、年間

の植生変化を把握する。市民参加で林床調査を実施する目的は、データを復元方法

の検討に用いるだけでなく、復元の効果や結果について実感し積極的に綾プロに参加

してもらうことにある。 

国有林の見本林においては、11月9日、2月18日に市民参加の林床植生調査を実施した。これは見本林

におけるボランティアによる間伐事業の前に林床調査を実施するもので、間伐後5年程度経過した後再度

モニタリング調査を実施する予定である。 

県有林においては9月7日、10月4日に実施した。県では緊急雇用対策の一環として県有林の整備事業が

9月～11月にかけて行われ、広葉樹を残す形で間伐が実施されたことから林床植生調査を実施した。 

町有林においては、4月20日、5月19日、7月14日、8月4日、9月8日、11月20日、1月13日、2月6日、2

月27日、3月9日に実施した。これは、町有林に設置された4つのプロット（尾根自然林、尾根人工林、

谷自然林、谷人工林）において毎月林床植生調査を実施し、年間の林床植生の変化を追跡することを目

的としている。現在結果については集計しているところであり、結果が明らかになった段階で公表する

予定である。 
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図１国有林、町有林、県有林における自然林からの距離と種数との関係 

 

国有林と町有林のデータは専門家による調査、県有林と見本林（国有林）は市民参加調査の結果を示す。

 

 



綾の照葉樹林プロジェクト                         平成 21 年度報告書 
 

29 
 

 
事業名 復元見本林の説明板等の設置 実施主体 九州森林管理局 

 
事業概要 

（目的） 

 
綾の照葉樹林プロジェクトの復元見本林及びプロジェクトの概要を説明した案内

板を設置した。 
  

   

復元エリア内に設置している復元見本林（２１３５い、２１３６へ林小班）の２箇所について、

人工林から照葉樹林に復元する森林整備等の概要を照会した説明板を設置した。 

                                              

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

         

 

 

 復元見本林の説明板(２１３６へ林小班） 

                                     

綾の照葉樹林プロジェクトの概要を紹介した説明板を、復元エリアが一望される２１４２林班に

設置した。                                      

                                          

               

               

               

               

               

          

                

                

                

                

                

                

                

            

 綾の照葉樹林プロジェクト説明板(２１４２林班） 

 

6-2-① 
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6-2-② 

実施主体 NACS-J 

事業名 
里山里海 SGA ﾚﾎﾟｰﾄ（綾の過去５０年の生態

系サービスの変化とその要因）の出版 
連携先 てるはの森の会 

 

事業概要 

（目的） 

  

綾の過去５０年の生態系サービスの変化を明らかにした里山里海サブグローバル評価

の取り組みを行いクラスターレポートとして提出し、内外に綾の取り組みをアピールする

とともに一般に読むことができる印刷物として出版する。 

 

国連高等研究所が取り組んでいる里山里海サブグローバル評価（里山里海SGA）に関する全国5つのク

ラスターのうち西日本クラスターレポートに「宮崎県綾周辺の過去50年間の生態系サービスの変化とそ

の要因」を提出した。実際の西日本クラスターレポートでは、概要、歴史、変化、対応、結論という章

構成になっており、綾川の変化、木炭生産量、観光動向、土地利用変化、木材生産量の変化などの記述

が採用された。また、対応の章では綾の照葉樹林プロジェクトについて紹介されている。一方、国レベ

ルレポートにおいても第4章の里山・里海の消失の現状と主な要因は何か？の中にBOX項目で「綾周辺

の50年間の生態系サービスの変化」という内容が掲載される予定である。国レベルレポートは各クラス

ターレポートからの報告を受けて作成されるもので日本全体の傾向を把握する内容であるが、綾の事例

は、森林の保全や有機栽培農業を目指しながら観光や農産物の販売で経済活動においても成功した地域

づくりの例として紹介された。内容は日本語と英語で10月のCBD-COP10の前までに出版される予定で

ある。 

農 果樹の生産開始

有機栽培農業の推進
食の安心・安全・安定、
新鮮の確保

鳥、牛、豚の飼養頭数
の頭数の増加畜

自給肥料供給施設設置（町）

ダム建設

砂防堰堤築堤

区画整理

農業インフラ整備

青空市場開設

照葉大吊橋設置（町）

綾城建設（町）

てづくり本物センター設置
（町）

宮崎港の開設（県）

事業

木炭生産の減少林

クラフトパルプ生産の増加林

スギ生産量増加林

大淀川BOD値最大
内水面漁獲量の減少漁

一ッ葉入江の改変
ヤマトシジミの減少漁

シカ狩猟頭数増加畜

野菜の生産増加農

平水流量の減少

供給サービス施策

綾川総合開発事業(県）
区画整理事業(町）

1950

1955

1960

1965

1970

1975

1980

1985

1990

1995

2000

2005

農業構造改善事業(町）
県営農地保全事業(県）

新農業振興計画（県）

拡大造林政策(国）

綾町の自然を守る条例（町）

生物多様性 人間の福利

自治公民館制度（町）

自然生態系農業の推進
に関する条例（町）

農村総合整備モデル事
業（町）

九州中央山地国定
公園編入

有機農産物認証制度（町）

森林セラピー基地認定

2010

酒仙の杜営業（雲海酒造）

国有林交換阻止
大規模（1700ha）な
照葉樹林の保護

西暦

綾の照葉樹林プロジェクト
(国、県、町、NGO、民）開始

燃料革命
クラフトパルプ革命

ひむか邑・工芸の村（町）

一坪菜園運動（町）

一戸一品運動（町）

自然休養村整備事業（町）

あゆの減少など河
川生態系の変化

天然林伐採による
森林生態系の変化

治山事業費の増加

家畜排泄物法（県）

供給サービス 文化サービス 調整サービス 生物多様性

減少 増加 推定増加

洪水の減少

調整サービス

自然林の復元

文化サービス

自然景観の維持

地域コミュニティーの復活

台風被害、洪水被
害の減少

食糧の安定供給

送電線建設

照葉樹林ガイドボランティアの育成

自然景観の劣化

花粉症の増加

生物多様性の確保
健康増進

黄金の鮎の減少

内水面業業資源の減少

地域文化の発展

林床植生の劣化

観光客の増加

観光業の発達

自然景観の破壊

河川生態系の回復

人工林の成長

推定減少  

綾町周辺の過去50年の生態系サービスの変化とその要因 
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6-2-③ 

事業名 ホームページ等の充実 実施主体 九州森林管理局  

 

 

事業概要 

（目的） 

 

 

 

 綾の照葉樹林プロジェクトで実施した取組内容を、九州森林管理局ホームページ

等に掲載し広く情報を発信した。 
 また、九州森林管理局ホームページの綾の照葉樹林プロジェクトに関するコーナ

ーをリニューアルした。 

 

 
九州森林管理局ホームページ「綾の照葉樹林」について 

① 「綾の照葉樹林」 
② 「綾の照葉樹林プロジェクトとは」 
③ 「照葉樹林の復元」 
④ 「これまでの取組」 

の４つに区分して掲載するようにリニューアルするとともに、次の事項について掲載した。 
 ① 「森林の市」 

② 「連携会議開催」（6月、11月） 
③ 「照葉樹林研究フォーラム」 
④ 「ボランティアによる照葉樹林復元作業」（11月、2月） 

⑤ 「事業説明会の開催」 

⑥ 「平成20年度事業報告書」 

 

また、綾の照葉樹林プロジェクトに関するイベント等の取組については「広報 九州」にも掲

載した。 
     
 

 「綾の照葉樹林プロジェクト」ホームページアドレス 

  http://www.rinya.maff.go.jp/kyusyu/aya/index.html 
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6-2-③ 

実施主体 てるはの森の会  

事業名 普及啓発事業 
連携先 全 

 

事業概要 

（目的） 

ホームページの作成やニュースレターの発行、イベントでの展示ブース出展等の広報

活動を行なう。 

今年度からホームページ上にて報告書を掲載。 

 ○てるはの森の会のホームページ      

 http://www.teruhanomori.com/    

                    

○てるはの森の会事務局ブログ         

http://blog.canpan.info/teruha/       

                      

 

  

 

 

 

 

 

○2008 綾川流域照葉樹林帯保護・復元計画報告書   

http://www.teruhanomori.com/hopukokusixyo.pdf    

 ○綾の照葉樹林ガイドブック改訂版の発行(6 月 29 日) 

          

                          

照葉樹林だより 21 号 

 照葉樹林研究フォーラムは、2007 年以来 4回開
催されてきました。いずれも参加者に好評で、毎
回、話題提供者に執筆してもらった要旨集も作成
しています。その内容を論文に引用したいという
要望があったので、「照葉樹林だより」の一部に組
み込むことにしました。表紙上部にある ISSN 番号
や号数・ページ数を国立国会図書館へ知らせて文
献請求できるようになりました。 

 

・第 21 号 2 月 15 日発行 

・第 20 号第 4 回照葉樹林研究フォーラム要旨集(2009 年)  

・第 19 号第 3 回照葉樹林研究フォーラム要旨集(2009 年)  

・第 16 号 10 月 10 日発行 
・第 17 号第 1 回照葉樹林研究フォーラム要旨集(2007 年) 

・第 18 号第 2 回照葉樹林研究フォーラム要旨集(2008 年) 

・第 15 号 7 月 10 日発行 

・第 14 号 4 月 20 日発行 

（年４回発行） 

○ニュースペーパー「照葉樹林だより」の発行 

 

http://www.teruhanomori.com/
http://blog.canpan.info/teruha/
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6-2-④ 

事業名 

 

照葉樹林文化シンポジウム運営補助 

 

実施主体 綾町 

 

 

 

事業概要 

（目的） 

実行委員会へ運営補助をする。 

日本一の広さの残る綾の照葉樹林、かってこの森でも行われていた焼畑や、

様々の山の生活文化を椎葉、南郷等の山人の人々との交流を通してその実学

を学ぶ。 

又、山への深い信仰や儀礼作法を知り、謙虚な思いで自然と向き合う生き

方を取り戻す生き方を提唱する。飯田辰彦氏の広い視野での民族学の推移を

学ぶ。 

                    

5 月 10 日（日）綾北川沿い及びサイクリングターミナル 

 

「森に触れる」   10:00 サイクリングターミナル周辺の自然 ネイチャーゲーム  

ふるまい食で交流  12:00     ソバ汁 つみ草天ぷら ターミナル川沿い 

照葉樹林シンポジウム 13:30～  サイクリングターミナル 

 挨拶  綾町長  上野会長    約 120 名の参加 

 講演            14:00～  

1、飯田 辰彦氏  (ノンフィクション作家) パネルディスカッション 

「自然の終焉と生活文化の復権」 山人の方々(椎葉、美郷町その他)  山人の実学に学ぶ

                      コーディネーター  郷田美紀子 

2、渡辺 綱覧氏  (宮崎県文化協会会長) 

        「宮崎の宝を考える 生かす!」 

    

 

シンポジウム                 ふるまい食で交流 
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6-2-④ 

実施主体 てるはの森の会 

事業名 

 

第４回照葉樹林研究フォーラム 

 連携先 
独立行政法人 

森林総合研究所 

 

 

事業概要 

（目的） 

全３回綾町で行われた「照葉樹林研究フォーラム」を森林総合研究所「綾リサー 

チサイト」２０周年記念をして宮崎市で開催し、照葉樹林の貴重性や保護の重要 

性を広く県民に広報する。 

  ・ 第 4 回照葉樹林研究フォーラム －森から学ぶもの－ 

    2009 年 11 月 21 日  宮崎市民プラザ 参加者 100 人 

   ○第 4 回照葉樹林研究フォーラム－森から学ぶもの－ 

   

 発表                      総合討論 

日時 2009 年 11 月 21 日(土)13：30～16：30 

場所 宮崎市民プラザギャラリー      入場料 無料 

主催：独立行政法人 森林総合研究所・てるはの森の会・ＮＰＯ法人宮崎文化本舗 

共催：九州森林管理局  後援：宮崎県・宮崎市 

 

◆ プログラム 

 ◆主催者あいさつ             「てるはの森の会」代表 上野 登 

 ◆綾の照葉樹林復元プロジェクトの概要  宮崎森林管理署長 笹岡 哲也 

 ◆研究発表    

 1 日本の照葉樹林 ―宮崎の森を中心にー   山元 進一氏（名古屋大学） 

 2 照葉樹林における樹林と動物のたような関係 小南 陽亮氏（静岡大学） 

 3 照葉樹林の葉はいつ落ちる？        佐藤 保氏（森林総合研究所） 

 4 現代における照葉樹林の文化的社会的意義  湯元 貴和氏（総合地球学研究所）

 ◆総合討論 

   午前中 10：00～12：00 フォーラムに先立ち「公開シンポジウム 九州の森は今…」が独立

行政法人 森林総合研究所主催で行われ、これにも多くの参加があった。 
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実施主体 九州森林管理局 
 

     
事業名 

 

 
 

事業説明会の開催 

 連携先 連携会議各機関 

 

事業概要 

（目的） 

 

 
綾の照葉樹林プロジェクトへの理解と住民の参加を促すため、町民向け事業説明

会を実施した。 
 

 

１２月７日、綾町高年者研修センターにおいて、綾の照葉樹林プロジェクトの取組状況を綾町民

の方々に説明する事業説明会を開催し、約７０名の参加があった。 

① 復元のための林床調査・間伐作業 
② げんだぼの森づくり 
③ 上畑地区のふれあい調査 
④ 地域づくりワーキンググループ・都市住民との交流 

の 4 事業については、これら取組に参加した町民の方々の感想を交えて説明を行った。 

  

   

 
 
 
 
 
 

  
 

 

 

 

6-2-④ 
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6-2-④ 

実施主体 九州森林管理局 

事業名 「森林の市」への出展参加 

連携先 連携会議各機関 

 

 

事業概要 

（目的） 

 

 

日比谷公園で開催された「森林の市」に出展参加し、綾の照葉樹林プロジェクトの

ＰＲや、サポート会員への参加を呼びかけた。 

 

 

  

平成２１年５月９・１０日に東京都日比谷公園で開催された「緑の感謝祭・森林の市」のイベント

に出展・参加した。 

  両日とも天候に恵まれ、イベント会場には全国各地から７０を超える団体が参加する中、「綾の照葉

樹林プロジェクト」では、プロジェクトを紹介したDVDの放映、パネル展示、照葉樹クイズ、モックン

作りなどを行い、綾プロジェクトの普及やサポート会員の参加を呼びかけた。 

  照葉樹林クイズや木と触れ合うモックン作りコーナーは、子供やお年寄り、家族連れの方などの参

加があり、モックン作りでは準備した材料がなくなるほどの好評を得た。 
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6-3-① 

実施主体 てるはの森の会 
事業名 ガイドボランティア事業・視察 

連携先 綾町 

 

事業概要 

（目的） 

  ①照葉樹林ガイドボランティア実践活動  

②プロジェクトの視察 

③綾の沢調査の実施協力 

 

①照葉樹林ガイドボランティア実践活動 

綾町照葉樹林の代表的景勝地大吊り橋周辺遊歩道2㎞を

ボランティアガイドの案内で散策する。照葉樹林の多様性

を伝え、綾プロジェクトの保護・復元活動の取り組みを広

く広報する。  3月7日はアサヒビールキャンペーン92名を

案内し、照葉樹林と保護活動について説明した。 

参加者合計 14回 287名 

 

            

実施月 実施回数 参加者数 実施月 実施回数 参加者数 実施月 実施回数 参加者数

4 月 なし  8 月 2 回 37 人 12 月 1 回 14 人

5 月 なし  9 月 2 回 17 人 1 月 なし 

6 月 なし  10 月 1 回 16 人 2 月 3 回 15 人

7 月 1 回 4 人 11 月 2 回 84 人 3 月 2 回 100 人

 

 ②綾の照葉樹林視察の対応                参加者合計 9回 82名 

    ・綾プロ概要説明(8/7 金)国土交通省土地利用委員会 3 人 

・綾プロ概要説明(8/18 火)モスクワ大学 4 人 

「風景評価の異文化比較～日露風景比較プロジェクト」 

    ・佐賀県こだまの森をまもる会視察(10/3 土 10/4 日)16 人 

・中日新聞取材(10/16 金)1 人 

・NPO 法人木の家だいすき体験ツアー 

(11/27 金～29 日)14 人 

・ピザハット親子体験ツアー(11/28 土～29 日)22 人 

・視察(12/9 水)唐津・東松浦林業協会 16 人 

・取材(12/22 火)ＮＨＫ宮崎放送 3 人 

・ＷＥＤＧＥ取材(2/28 日)上畑体験ツアー3 人 
  
 
 
 

 

視察のようす 
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6-4-① 

事業名 森林セラピー基地整備事業 実施主体 綾町 

事業概要 

（目的） 

日本有数の照葉樹林地帯である綾町は、平成１９年３月２２日に「森林セラピー

基地」としての認定を受けた。そこで照葉樹林を含めた森林地帯をますます有効な

地域資源として活用するため、森林・産業・観光・健康増進を組み合わせ、地域振

興に資することを目的とする 

① 森林セラピー推進協議会運営 

森林セラピー推進協議会を開催し、森林セラピーに従事していただく森の案内人（20 名）を養成す

る。またモニターツアー（6 回実施）を継続的に実施し、利用者のニーズに沿う受入体制、メニュー

作りを行った。また森林セラピーロードの整備、メニュー開発について協議した。（２回開催） 

また、森林セラピーを県内外にＰＲの機会として 3 月 27 日・28 日の日程で森林セラピー基地グラ

ンドオープン記念イベントを開催し、県内外から延べ 250 名の参加があった。 

② 森林セラピー関係機関会議 

 森林セラピー基地・ロード認定機関で運営している「森林セラピーネットワーク会議」への参加

し、実践者育成のための全国の取組や他の基地と情報交換を行った。 

③ 特産品の研究 

森林セラピー推進協議会内で特産品の研究開発を行った。 

④ コース等整備 

森林セラピーコースの充実化・安全性を高めるためコースの整備を行った。 また、コア施設の

充実化を図るため、トイレの改修を行った。         

    

森林セラピー幹事会              モニターツアー 
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6-4-② 

実施主体 てるはの森の会 

事業名 ガイドボランティアとの連携体制について 
連携先 綾町 

 

事業概要 

（目的） 

 

 照葉樹林ガイドボランティア事業」と「森林セラピーガイド事業」の詳細案内

を載せ、情報の整理を行う。 

 

 

平成 18 年度から、綾プロジェクトの事務局「てるはの森の会」が綾大吊橋遊歩道で照葉樹林の貴重

さ・プロジェクトの普及のため、「照葉樹林ガイドボランティア事業」をスタートし、18 年度～20 年

度、毎年 500 人ほどを案内している。21 年度は本格的な森林セラピーガイドのグランドオープンがさ

れた。 

利用者である観光客に、ホームページ・チラシの両方に「照葉樹林ガイドボランティア事業」と「森

林セラピーガイド事業」の詳細案内（連絡先・利用料金・申込方法等）を載せ、利用者が自ら選択で

きるように、情報の整理を行う。 

町のホームページに、ガイド申し込みのバナーを設け、それぞれのホームページにリンクさせ、2つ

のガイドの案内を行えるように整備する。ホームページの使えない利用者には、チラシで案内する。 

 

http://www.town.aya.miyazaki.jp/ayatown/tour_guide/therapy/index.html 

 

 

 チラシ 

 

 

 

 



綾の照葉樹林プロジェクト                         平成 21 年度報告書 
 

40 
 

7-1-①、7-3-① 

実施主体 てるはの森の会 
事業名 地域づくりワーキングの設置及び運営 

連携先 綾町 

 

事業概要 

（目的） 

地域づくりＷＧは、次に掲げる事項を検討する。 

① 住民参加デザインの検討 

② てるはの森の会会員獲得等に関する企画・運営 

③ 普及・啓発イベント等の企画・運営 

 

平成20年度は、綾プロジェクト広報のため、ワーキングの委員の声（もっと多くの町民の参加を）

を受け、公民館大会（500人参加）に「てるはの森の会」活動の発表の場が与えられ、会員増加に

繋がった。また、委員の感想に如実に現れているように、本会活動に対する委員・町民の意識の変

化と理解に繋がりをさらに図るため、今年度は、ＷＧでの委員を増員した。昨年から交流のあった

ＮＰＯ法人木の家だいすきの会の紹介で、東京神楽坂粋なまちづくり倶楽部を訪問し、今後の活動

の参考とするとともに、外から綾町を見つめるきっかけづくりとなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○神楽坂体験ツアーの実施（2月 12 日～13 日） 

    ・神楽坂粋な街づくり倶楽部 

    ・木の家だいすきの会 森と都市の交流研究会  

    ・東京おもちゃ美術館見学 

 

回 日 程 講 座 内 容 参加人数

1 Ｈ21.5 月 14 日(木) 

 

今年度の地域づくりＷＧについて 
新委員について 
ＷＧの今後の進め方 

8 名 

2 Ｈ21.6 月 15 日(月) ふれあい調査現地見学（上畑公民館） 8 名 

3 Ｈ21.7 月 9日(木) 

 

ふれあい調査現地見学の感想 
地域づくりＷＧ新規委員について 
今後のＷＧへの要望 

6 名 

4 Ｈ21.9 月 3日(木)  

 

「綾の照葉樹林プロジェクト」について 

石田達也    
新委員紹介・今年度の取組についての要望 

 15 名 

5 Ｈ21.10 月 8日(木) 

 

「ふれあい調査」について          

東京大学大学院 鬼頭 秀一 
（財）日本自然保護協会  開発 法子 

 14 名 

6 Ｈ21.11 月 5日(木) ワークショツプによる問題点抽出・解決策 12 名 

7 Ｈ21.12 月 3日(木) 今年の活動について 12 名 

8 
Ｈ22.1 月 14 日(木) 

 

講義「照葉樹林文化について」 
 湯本貴和教授（総合地球環境学研究所） 

14 名 

9 Ｈ22.2 月 3日(水 東京神楽坂体験ツアーについて 10 名 

10 Ｈ22.3 月 4日(木) 東京神楽坂体験ツアー報告 14 名 
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7-1-② 

実施主体 てるはの森の会・ 
事業名 

 

照葉大吊橋ビジターセンター運営事業  

 連携先 綾町 

 

 

事業概要 

（目的） 

 

照葉大吊橋食堂跡地において、「てるは森の驛」（1F：無料休憩所、照葉樹林に関す

るパネル等を展示するネイチャーセンター、3F:飲食物を提供する軽食堂）を運営す

る。 

 

 

○3F:飲食物を提供する軽食堂「てるは森の驛」 

   土・日の週 2 日の営業。 

  照葉樹林文化館市民協働委員会 1 回を「てるは森の驛」で行った。 

  

               書籍等の販売              食堂のようす 

  

１Ｆネイチャーセンター 
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7-1-③ 

実施主体 日本自然保護協会  

事業名 

ふれあいマップづくりとマップを活用した地域活

動の実施（上畑地区）及び 

ふれあい調査の実施（古屋地区） 
連携先 

綾町 

てるはの森の会 

 

 

事業概要 

（目的） 

 綾町の地域の人たちと自然とのふれあい（土地の自然に対する思い、生活での 

自然とのかかわり、照葉樹林とのかかわり等）を調べることで、地域の自然とく 

らし・文化・歴史など地域の価値を再発見する。その結果を「ふれあいマップ」 

に表示したり、冊子にまとめるなど人々の思いや自然とのかかわりを可視化す 

る。これを照葉樹林プロジェクトにおける地域づくりの資料として活用し、人々の

思いを大切にしながら、住民参加のもと、照葉樹林の保護・復元を進める。 

上畑地区において、昨年度実施したふれあい調査結果に基づく「ふれあいマップ」づくりを行なっ

た。8月3日の夏休みの小学生の登館日には、マップを使って地域の「水みち探し」を実施し、 

子供たちが地域の自然とくらしのかかわりを発見する機会を設けた。 

 2月には綾町内と宮崎市を中心とする周辺地域に呼びかけ、上畑ふれあいツアーを企画。上畑地区公

民館を中心にガイドウォークのルートやガイドポイントを決め、地域の産業である有機農業の現場や

地区のくらしの日常や文化・歴史について案内したほか、公民館で地産農作物を使った手料理の昼食

をとったり、地域の民謡を披露し、照葉樹林と共にある地域づくりについて、参加者と地元住民の交

流を図った。定員20名だったが、24名の参加者があり、また参加したいと好評だった。 

 また、新たに古屋地区でのふれあい調査をスタートさせた。五感によるふれあいアンケートと、3

月の春分の日の社日講でふれあい懇談会を兼ねて聞きとり調査を実施した。 

        
   登館日の水みち探し（上畑地区）           上畑ふれあいツアー 

       

   「綾町上畑 人と自然のふれあいマップ」     ふれあい調査説明会（古屋地区） 
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7-2-② 

実施主体 てるはの森の会 
事業名 

 

照葉樹林文化館改装計画の立案と改装 

（新規） 連携先 綾町 

 

 

事業概要 

（目的） 

昨年、市民協働会議で照葉樹林文化館の活用法と、改装計画を提案したところ、綾町

より照葉樹林文化館コーディネイト委託を受けるに至った。 

計画策定のための市民協働委員会を設置し、改装計画・資料作成を行った。 

①� 12/3 ②1/12 ③1/26 ④2/10 ⑤3/1 の全 5回実施 

前年度に、照葉樹林文化館活用に関する市民協働会議を産業観光課参加で開催し、改装計画を提言し

た。その改装計画が綾町予算で認められ、改装が行われることに決まった。会議で計画の細部を話し合

い、その計画に基づき改装工事を行い、平成 22 年 4 月 3 日にリニューアルオープンした。 尚、宮崎

県の「木のある暮らし創出推進事業」から 1,000,000 円 の助成をもらい、宮崎県産材で展示物を製作

した。 

 ○第 1回（12/3）  改装計画策定 

 ○第 2回（1/12）  改装計画と役割分担 

 ○第 3回（1/26）  改装計画事業の優先順位を考える 

 ○第 4回（2/10）   館の名称、案内板、展示パネルについて 

 ○第 5回（3/1）   展示パネル、動物足跡シール、動物表示について 

     

     

         

 

会議の様子                  案内板 

入口  
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参考資料（新聞記事） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真集 宮崎日日新聞 2009 年 4 月 11 日  
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屋久島の保護団体視察 宮日 2009 年 4 月 26 日  
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温暖化衰える森林 毎日新聞 2009 年 5 月 4 日  
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綾照葉樹林でシンポ 宮日 2009 年 5 月 13 日  
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綾で照葉樹林サミット 宮日 2009 年 6 月 9 日  
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宮崎市で照葉樹林フォーラム 読売新聞 11 月 22 日  
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照葉樹林研究者ら大会 宮日 2009 年 11 月 24 日  
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51 人工林間伐ボランティア  宮日 2009 年 11 月 30 日 
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ふれあいマップ作り啓発 宮日 2009 年 12 月 6 日  
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宮崎県綾町の照葉樹林 中日新聞 2009 年 12 月 7 日 
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綾で説明会  宮日 2009 年 12 月 9 日  
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綾の照葉樹林 朝日新聞 2009 年 12 月 13 日  
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綾・照葉樹林 宮日 2010 年 1 月 5 日 
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没後 10 年で記念シンポ 宮日 2010 年 2 月 20 日  
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綾でふれあい体験ツアー 宮日 2010 年 3 月 8 日 
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綾町森林セラピー基地 宮日 2010 年 3 月 13 日  
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60 
綾でシンポ 宮日 2010 年 3 月 22 日 
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セラピー基地オープン 宮日 2010 年 3 月 28 日 
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綾・森林セラピー基地始動 宮日 2010 年 3 月 29 日 
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